　　　　　　　　　　　　　　　福井県芦原温泉について　　
○田中博義　田中宏和　橘　治廣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Awara Hot Spa in Fukui Prefecture

○Hiroyoshi Tanaka, Hirokazu Tanaka, Haruhiro Tachibana

（Fukui Prefectural Institute of Ｐublic Health And Enviromental Science）　　　

目　的
　　芦原温泉は福井県北部に位置し、県内最大の温泉地である。これまで実施した検査結果から泉源泉質を分類し、さらに泉温、ｐH、溶存物質の関係を評価したので報告する。　
調査方法

　１　芦原温泉は塩化物泉が主であるが、単純温泉等も存在するため、58の泉源について鉱泉分析法の分類方法で分類し、泉源の特徴について検討した。
　２　溶存物質と泉温およびpHとの相関関係を検討した。

　３　通常、温泉泉質の決定方法は、陽イオン、陰イオンそれぞれから最も多い成分を泉質名とし、次に全体の20 mval%以上の成分を副成分として列記する。芦原温泉ではNa－Cl泉、Na･Ca―Cl泉、Na－Cl･SO4泉がみられるため、各主要イオン濃度挙動を評価した。
結　果
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中　性  弱ｱﾙｶﾘ性 　ｱﾙｶﾘ性

低張 等張 高張 低 等 高 低 等 高

高温 9 10 5 3 1 　

温泉 5 5

低温 5 1 8 2

冷鉱 3 1

　１　右表のとおり35泉源が中性(pH6～7.5)で、うち24泉源が高温泉(42℃以上)、さらにそのうちの5泉源が溶存物質10g/Kg以上の高張性であった。弱アルカリ性(pH7.5～8.5)は21泉源、アルカリ性(pH8.5以上)は2泉源のみであった。
　２　泉温とpHは溶存物質との間に相関がみられ、相関係数はそれぞれｒ=0.79、ｒ=-0.62であった。また泉温と主成分であるNa+、Ca2+、Cl-濃度との間にはｒ=0.7以上の強い相関が、SO4 2-濃度との間にはｒ=0.54の相関がみられた。
Na+、Ca2+、Cl-濃度間にはｒ=0.9以上の相関がみられ、さらにSO4 2-濃度とNa+、Ca2+、Cl-濃度間ではｒ=0.62～0.53の相関がみられた。
　３　下図より、Na+濃度の増加に伴いNa+mval%は減少し、Ca2+mval%は増加した。またCl-濃度の増加に伴いCl-mval%は増加し、SO4 2-mval%は低下した。したがってNa+が低濃度の時Na―Cl泉、Cl-が低濃度の時Na―Cl･SO4泉、Na+、Cl-が高濃度の時Na･Ca―Cl泉になると考えられる。
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